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　２月４日から２月６日まで
の３日間、ＪＡカレッジで行
われたリーダー養成研修に寺
坂允志部員と筆者で参加しま
した。全道各地からは19単
組、35名の参加でした。
　１日目は「ＪＡ青年部活動
に期待する事」と題し、ホク
レン農協連合会副会長の柿林
孝志氏、「ＪＡ青年部活動と
リーダーの役割」と題し、道
青協会長の村田辰徳氏、「ＪＡ運動とＪＡ青年部の役割」と題し、ＪＡ中央会共同活動推進室調査役の太
田智氏の３名から講義を受けました。
　実際に農協連合会や青年部のリーダーとなっている人の話を聞くことができ、改めて青年部が担ってい
くべき役割などを学ぶことが出来ました。
　２日目はＪＡ中札内青年部の「食育難民」と題した実績発表の概要説明、「当面する農業政策の動向」
と題し、ＪＡ中央会農政対策部部長の平田靖氏、「ＪＡ青年部リーダーのコミュニケーション」と題し、
中小企業診断士の辻亨氏の３名から講義を受けました。
　中札内青年部のように、行政と青年部が協力して子供たちの食育授業や地域行事への積極的な参加など
私たちも参考にすべき点が多くありました。
　辻氏の講義では、５人の班に分かれて、班内でコミュニケーションをとりながらのグループワークでし
た。普段、他単組の部員と話す機会はあまり多くないので新鮮でした。

　３日目は「ＪＡ組織・事業の利活用の促進を
目指して」と題し、ＪＡ中央会共同活動推進室
の後藤洋一氏の講義を受けました。
　後藤氏の講義も５人の班に分かれての相互討
議でした。
　ＪＡの利活用、必要性、利活用を高めるため
に、などの項目を組合員、地域住民、ＪＡの運
営側、青年部、と様々な立場で考えていくといっ
た内容で班内で意見を出し合ってまとめ、各班
で発表しあいました。
　３日間を通して、他単組や酪農以外の仕事を
している部員との交流をすることができ他単組
の青年部活動の話なども聞く事ができ交流を深
めるとともに勉強になった３日間でした。この
研修で学んだことを今後の青年部活動に生かし
ていきたいと思います。

《ＪＡけねべつ青年部西部支部　助口　達》

リーダー養成研修会リーダー養成研修会

懇親会で交流を深めました！懇親会で交流を深めました！

　このコーナーは、地域の皆様に青年部を身近に感じて
頂けるように、部員の日常の出来事を紹介しています

青年部長が変わった年の年度末に行われる青年部長が変わった年の年度末に行われる
支部巡回が各支部で行われました！支部巡回が各支部で行われました！

今月の 青年部青年部青年部
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農林水産省で意見交換を行いました。農林水産省で意見交換を行いました。

MILKLAND HOKKAIDO→TOKYOを訪問しました。MILKLAND HOKKAIDO→TOKYOを訪問しました。

　１月15〜17日、根室地区JA青年部幹部研修会に
参加してきました。
　15日の出発の朝は天気もよく、予定通り東京へ
と行く事が出来ました。初日の15日は農林水産省
で意見交換を行い、参加メンバーからの質問や要望
に丁寧に答えて頂き、また今後の情勢などの説明を
受け、とても有意義な時間を過ごせたと思います。
　16日は日本乳業協会（Ｊミルク）を訪問し、業
務内容の説明や意見交換を行いました。Ｊミルクの
事は知ってはいましたが、牛乳の流通や乳業の発展、
そして酪農の発展に深く寄与していることを改めて
知り、とても勉強になりました。
　 次 に、 MILKLAND HOKKAIDO→TOKYOを
訪問し、東京という都会の中で北海道の牛乳・乳製
品を楽しめるという空間を拝見し、改めて安心安全
な牛乳を生産しようと思う事が出来ました。
　最終日の17日は、伊東良孝衆議院議員を表敬訪
問しましたが、残念ながら不在だった為、名刺のみ
を秘書の方に渡していただくようお願いをしてきま
した。
　３日間天候にも恵まれ、非常に有意義な時間とな
り、これからの活動に役立てて行きたいと思います。

《ＪＡけねべつ青年部西部支部　支部長　本田拓哉》

根室地区JA青年部幹部研修会 開催�

モーモーカレッジ開催�
　１月31日にホクレン中標津支所畜産
生産課の宮川俊氏を講師としてお招き
して、第４回モーモーカレッジを開催
しました。
　研修内容は「粗飼料分析の基本と今
年度の傾向について」と題し、自給飼
料の成分分析はなぜするのかから、成
分表の見方、成分の効能まで基本的な
事項を分かりやすく、笑いも交え講じ
ていただきました。
　飼料は牛を飼う上で根幹をなすもの
です。この研修会をきっかけに、牛た
ちが健康で良質な生乳を持続的に生産
できることを期待しております。

第４回

講師の宮川俊氏多くの質問にも
丁寧に説明してくれました。
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　２月に入り、日本各地で新型コロナウイルスが猛威を振るっ
ております。
　いまだ特効薬がなく、発症してしまった場合どのように治療
をしたら良いか明確なことは何も分かっていない状況です。
　となるといかに予防するかが重要になってくるわけですが、
不要な外出を避け、出来る限り人混みを避ける、手洗いうがい
をするなどの当たり前の予防策しか今現状ではないところで
す。
　ただ、どのような病気、感染症においても強靭で健康的な体
力と精神力こそが、一番の予防になるのではないかと思います。

　話は変わりまして、先日プロ野球界の名将、野村克也氏が亡
くなりました。この場を借りて、ご冥福をお祈り致します。
　野村氏は選手時代、捕手という負担の大きいポジションで歴
代選手２位の3,017試合という出場数を記録し、通算打席数
11,970打席、通算打数10,472は現在も歴代１位の記録とし
て残っております。
　監督としても通算3,204試合出場、さらには平成期間での
最多勝利記録1,053勝を保持しており、選手時代、指導者時
代ともに多くそして長く試合に出場し、素晴らしい結果を残し
ております。
　それだけ多く、長く試合に出場できたのはなぜか？
　それはもちろん怪我をしなかったから、少なかったからです。
　言うのは簡単ですが、スポーツを本格的にやるうえで怪我を
しないというのは非常に難しいものです。
　強靭な身体作り、練習後や試合後のケア、理想的な動作
（フォーム）など全てにおいて追求していかなければ、このよ
うな結果は残せなかったと思います。

　様々な病気が蔓延するご時世ですが、まずは強靭な身体、そ
して精神を作り上げることが予防や健康の第一歩ではないで
しょうか？

　最後に野村氏の言葉を一つ
　『「もうダメ」ではなく、「まだダメ」なのだ。』

今月の義を見てせざるは勇無きなり

　業務サービスの向上を図り、業務を円滑に
またトラブルを未然に防ぐため、『ビジネス
マナーとコミニュケーション』に関する講習
会を開催いたしました。講師には釧路市シー
ズサービス㈱廹田氏及び接遇マナー講師柴崎
氏に依頼し、マナーがなぜ必要か、第一印象
の重要性、挨拶、表情、身だしなみ、立ち居
振る舞いなどについて研修しました。
　マナーを意識し習慣づけることで、職員と
して社会人としての自信に繋がり、農協全体

のイメージが良くなること
が期待されます。今後、組
合員やお客様が今まで以上
に気持ちよく農協を利用し
て頂けるよう努めてまいり
ます。

ビジネスマナーを学ぶ�
挨拶から始まるコミニュケーションづくり

乳房炎防除研修会
　計根別農協酪農対策協議会では改めて良質な生乳生産を目標に乳房炎防除に係る研修会を同一
講師により防除対策の見直しを含め段階的なテーマで開催してきました。
　今回２月19日に第３弾として三度、北海道デーリーマネージメントサービス社㈲榎谷雅文氏
をお迎えし、〝ミルカーの搾乳性能〟と題しご講演を頂きました。
　ミルカーの基本構造に始まり、乳牛の泌乳能力とミルカーの搾乳能力の関連性について、近年
の個体能力は向上を続けている一方で、それを処理する搾乳機器の能力は低下傾向にあり、結果
として搾乳時間の延長、個体能力は頭打ち、加えて乳房炎の発生原因に大きく関与しているとの
事でした。短時間により多くの泌乳を処理し乳房炎の軽減につなげるために、自牧場のミルカー
の搾乳性能を理解することが重要との事です。

解散式

計根別農協酪農対策協議会

講師の榎谷氏
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１．農場HACCP
　・農場内の「仕組み」に対する認証である。
　・牧場で毎日行っている作業手順を表にして、その中の１つ１つの作業を文章にする。
　・�生産物（生乳）への危害（抗生物質混入など）を予防するために、具体的に何をするか、明確
にする必要がある。

　・�「これをやっちゃだめ」という決まりはないが、「この文書は必要です」という７章に渡る認証
基準がある。

２．GAP
　・農場から生産される「製品」に対する品質保証である。
　・�作業手順の明確化と文書化は必要。加えて、労働安全、アニマルウェルフェア、環境保全に対
する項目もある。

　・�GGAP（グローバル）、JGAP（ジャパン）、ASIAGAP（アジア）などがある。どこに商品を
売りたいかでどのGAPを選ぶか判断する。

　・「これについて、このレベルで行ってください」という「適合基準」がある（約100～300項目）。

３．農場マニュアル
　・農場内の各作業を、『書いてある通りにやればできる“手順書”』としてまとめたもの。
　・ルールは特にないが、他の人が見て分からなければ意味がない。

「農場の仕組みを明確にする」ことを考える

第 ９ 回

計根別農業協同組合販売部生乳販売課�根室農業改良普及センター北根室支所

　最近、農場HACCP（ハサップまたはハセップ）やGAP（ギャップ）などの言葉を耳にする機会
が増えました。これらは、農場の仕組みや生産物に対して認証を受けるもので、「HACCP取ったら
すごい」とか「GAP取ったら儲かる」などというものではありません。　今回は農場内の仕組みを
明確にする方法を、いくつかご紹介します。
※いずれの場合も家畜伝染病予防法の『飼養衛生管理基準』に基づく管理が基本です。

　JAけねべつや普及センターでも、農場
HACCPやJGAP（畜産）の指導員資格を取
得した職員が増えています。自分の農場には
どんな仕組み作りが合っているか、お気軽に
ご相談ください。

　細かく文書を作成しなくても、「農場の平
面図（例： 右図）」を作成することも有効で
す。居場所や資材を置く場所を知らせること
で、農場を訪れる獣医師や授精師、配送業者
等とのやりとりもスムーズになります。航空
写真等を用いて作成してはいかがでしょう？
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ＪＡグループ北海道座談会　持続可能なＪＡの事業運営を考える　●上

　信用事業のあり方をめぐり、道内108ＪＡでは2019年
４月までに①単独②合併③信用事業譲渡（代理店化）の３
つの選択肢に基づく検討が行われた。農協改革集中推進期
間が終了する一方、マイナス金利の長期化に伴い、信用事
業における奨励金水準の段階的な引き下げが始まる。ＪＡ
をめぐる環境の変化を踏まえ、今後も持続可能な経営基盤
をどう維持していくのか。北海道大学・小林国之准教授の
進行で、「持続可能なＪＡの事業運営」について道内ＪＡ
関係者にご議論いただいた。

【出席者】
小林　国之
　北海道大学大学院農学研究院准教授
柴田　倫宏
　ＪＡ北海道中央会専務理事
宮本　英靖
　ＪＡピンネ代表理事組合長
佐藤　正昭
　ＪＡこしみず代表理事組合長
出典：『北海協同組合通信2020新春特集号』
「持続可能なＪＡの事業運営」北海道協同組合通信社
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農
産

物
を
し
っ
か
り
集
荷
し
て
有
利
販
売
す
る

こ
と
が
第
一
で
、
こ
の
農
産
物
の
販
売
が

金
融
・
共
済
、
経
済
事
業
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
ず
っ
と
や
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
組

合
員
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
農
産

物
の
集
荷
率
を
高
め
、
さ
ら
に
系
統
が
有

利
販
売
を
続
け
て
い
け
ば
、
何
と
か
乗
り

切
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
小
林　
し
か
し
、
５
０
０
０
万
円
と
い

う
の
は
大
き
な
額
だ
。
畑
作
・
酪
農
地
帯

に
比
べ
て
水
田
地
帯
は
貯
貸
率
が
低
く
、

預
金
運
用
が
中
心
。
よ
り
大
変
な
の
で
は

ほ
ど
伸
び
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
農
協

経
営
に
と
っ
て
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
小
林　
ピ
ン
ネ
の
営
農
渉
外
課
は
、
全

国
的
に
見
る
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
近
い
仕
組
み
だ

と
思
う
。
組
合
員
と
の
関
係
性
や
若
い
世

代
の
変
化
は
。

　
宮
本　
営
農
渉
外
課
の
組
合
員
訪
問
は

毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
特
に
何
も
用
意
せ

ず
に
う
か
が
う
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
中

で
、
基
本
的
に
農
協
は
皆
さ
ん
が
つ
く
っ

て
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
組
織
で
あ
り
、
い

い
と
こ
取
り
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
、

皆
さ
ん
が
結
集
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
指
導
は
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

併
せ
て
青
年
部
組
織
に
も
渉
外
課
の
担
当

者
な
ど
が
顔
を
出
し
、
青
年
部
の
中
か
ら

次
の
農
協
の
経
営
者
が
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
も
伝
え
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
若
い
世
代
の
意
識
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
た
気
が
す
る
。
ま
た
、
以
前
は
渉
外

課
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
そ
の
た
め

農
家
の
お
母
さ
ん
や
娘
さ
ん
な
ど
の
相
談

な
い
か
。

　
宮
本　
確
か
に
貯
貸
率
は
７
％
で
預
金

の
割
合
が
高
く
、
そ
の
分
今
回
の
奨
励
金

引
き
下
げ
は
非
常
に
き
つ
い
。
た
だ
販
売

面
に
お
い
て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
米
の
集

荷
率
が
93
％
と
高
い
。
こ
れ
か
ら
も
農
協

に
対
す
る
組
合
員
の
理
解
を
つ
な
い
で
い

き
な
が
ら
、
農
協
離
れ
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
信
用
事
業
の
減
収
分
は
全

体
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
の
が
基
本
的

な
考
え
方
だ
。

　
２
０
０
６
年
に
営
農
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
、
営
農
部
と
農
産
部
を
ひ
と
つ
の
組

織
に
入
れ
る
と
同
時
に
、
営
農
部
の
中
に

営
農
渉
外
課
を
設
け
た
。
こ
こ
の
ス
タ
ッ

フ
は
４
人
で
、
仕
事
は
農
家
回
り
が
専

属
。
中
身
は
生
産
資
材
の
推
進
、
営
農
相

談
、
農
作
業
の
人
材
派
遣
と
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
協
へ
の
結
集
と
集

荷
率
の
向
上
が
図
ら
れ
、
そ
の
延
長
で
金

融
、
共
済
事
業
に
結
び
つ
い
て
い
け
ば
い

い
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
渉
外
課
を
始

め
て
か
ら
販
売
高
は
２
億
５
０
０
０
万
円

ご
と
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
は
職

員
の
配
置
を
工
夫
し
な
が
ら
将
来
に
向
け

再
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　
小
林　
全
国
的
に
見
て
も
農
家
の
女
性

の
声
を
き
ち
ん
と
く
み
上
げ
る
と
い
う
の

は
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
北
海
道
は

ま
だ
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
農
協
へ

の
結
集
力
と
い
う
面
か
ら
も
、
経
営
主
は

も
ち
ろ
ん
、
女
性
の
声
を
聞
く
こ
と
で
さ

ら
に
広
が
り
が
出
て
く
る
と
思
う
。
こ
の

ほ
か
、
組
合
員
と
の
対
話
と
い
う
意
味
で

は
、
ピ
ン
ネ
で
は
全
職
員
が
農
事
組
合
組

織
な
ど
に
出
向
く
一
斉
推
進
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
宮
本　
そ
れ
は
渉
外
課
と
は
ま
た
別
の

「
相
談
機
能
」
と
い
う
組
織
体
で
、
１
２

１
人
の
職
員
を
５
人
平
均
で
21
班
に
分
け
、

管
内
全
地
区
に
割
り
振
り
、
春
は
米
の
契

約
や
水
田
の
作
付
け
、
秋
は
集
荷
体
制
の

相
談
な
ど
に
出
向
い
て
い
る
も
の
。
農
協

か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
組
合
員
か

ら
も
頼
り
に
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
「
来
て

く
れ
」
と
言
わ
れ
て
行
く
こ
と
も
あ
る
。

小林　国之
（こばやし・くにゆき）

柴田　倫宏
（しばた・みちひろ）

1975年北海道生まれ。北
海道大学大学院農学研究
科を修了後、助教を経て
2016年から現職。地域連
携経済学研究室。主著は「ホ
クレン販売事業にみる経済
連の組織機構と機能」「総
合農協のレーゾンデート
ル」「北海道から農協改革
を問う」など。

1966年生まれ、北海道大
学農学部卒。88年北農中
央会入会、90年函館支所、
95年帯広支所、99年農業
対策部畑作農業課、2006
年札幌支所、09年基本農
政対策室、12年農業対策
部畑作農業課長、13年同
酪農畜産課長、16年東京
事務所長、17年常務理事、
19年9月から現職。
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佐
藤　
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
は
金
融
農

協
で
は
な
く
、
販
売
農
協
だ
と
い
う
こ
と
。

ま
ず
そ
こ
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
農
協
は
金
融
・
共
済
で
成

り
立
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
が
ち
で
、
も
ち

ろ
ん
金
融
の
利
益
も
あ
る
が
、
基
本
は
営

農
指
導
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
家
の

皆
さ
ん
の
生
産
力
を
上
げ
て
い
く
た
め
の

組
織
。
常
に
そ
こ
を
真
ん
中
に
置
い
て

や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
さ
り
と

て
、
金
融
・
共
済
は
農
家
組
合
員
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
て
い

る
。
う
ち
も
准
組
合
員
が
６
割
以
上
を
占

め
、
地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分

が
あ
る
。
小
清
水
に
は
郵
便
局
と
信
金
も

あ
る
が
、
金
融
の
シ
ェ
ア
は
農
協
が
約
７

割
。
地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
必

要
な
組
織
に
な
っ
て
い
る
。

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
う

ち
は
交
付
金
を
入
れ
た
年
間
の
売
上
が
１

４
０
億
円
ほ
ど
あ
り
、
貯
金
は
２
６
０
億

円
ぐ
ら
い
扱
っ
て
い
る
が
、
５
年
後
に
は

事
業
利
益
が
約
５
０
０
０
万
円
減
る
。
そ

　
佐
藤　
そ
こ
を
一
生
懸
命
や
ら
な
い
と
、

自
分
一
代
で
こ
こ
ま
で
き
た
よ
う
な
感
覚

に
な
っ
て
、
ひ
と
り
で
何
で
も
で
き
る
と

錯
覚
す
る
人
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
先
ほ

ど
米
の
集
荷
の
話
が
あ
っ
た
が
、
う
ち
は

畑
作
３
品
が
中
心
な
の
で
少
し
違
う
け
れ

ど
も
、
系
統
利
用
が
当
た
り
前
と
い
う
空

気
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
。
生
産

部
会
な
ど
で
も
、
た
だ
罰
則
規
定
を
設
け

た
の
で
は
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
払
え
ば
い
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
話
に
な
る
が
、
そ
う
で

は
な
く
、
皆
で
決
め
た
こ
と
は
皆
で
守
り
、

地
域
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
。
そ
れ
が
寄
り
集
ま
っ
て
農

協
へ
の
結
集
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に

は
農
協
と
し
て
も
組
合
員
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
を
知
り
、
い
か
に
し
て
こ
ち
ら

を
向
い
て
も
ら
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
一

番
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

農
政
運
動
の
重
要
性
を
再
確
認

　
小
林　
一
連
の
農
協
改
革
の
動
き
に
つ

い
て
、
実
際
に
組
合
員
の
人
た
ち
は
ど
れ

の
先
は
も
っ
と
減
る
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
こ
は
工
夫
次
第
だ
ろ
う
。
当
然

こ
れ
か
ら
も
金
融
事
業
は
譲
渡
せ
ず
に

し
っ
か
り
や
る
。

　
た
だ
、
営
農
指
導
の
中
身
を
細
か
く
見

る
と
、
土
地
の
売
買
か
ら
税
金
対
策
、
農

作
業
事
故
の
対
応
、
さ
ら
に
は
冠
婚
葬
祭

や
高
齢
者
の
悩
み
ご
と
の
相
談
な
ど
、
相

当
幅
広
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
金
融
・
共
済
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と

す
れ
ば
、
そ
こ
は
組
合
員
に
き
ち
ん
と
説

明
し
、
営
農
指
導
は
す
べ
て
無
償
と
い
う

認
識
は
、
少
し
ず
つ
変
え
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、

組
合
員
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
今
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
、
実
は
当
た
り
前
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。

　
小
林　
組
合
員
の
理
解
や
教
育
と
い
う

面
で
、
小
清
水
は
地
域
の
歴
史
を
組
合
員

に
伝
え
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

ぐ
ら
い
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
例
え
ば
中
央
会
の
連
合
会
化
な
ど
、

人
ご
と
の
よ
う
な
思
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
は
問
題
だ
と
思
う
。

　
佐
藤　
多
く
の
組
合
員
に
と
っ
て
は
人

ご
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
気
に
し
て
い
る
部

分
は
あ
る
し
、
よ
く
言
え
ば
、
組
合
長
や

役
員
に
任
せ
て
お
け
ば
安
心
だ
と
思
っ
て

く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が

人
ご
と
で
は
な
い
と
伝
え
る
に
は
、
ひ
と

つ
は
組
合
員
教
育
を
や
っ
て
、
政
治
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
努
力
を
す
る
こ
と
だ

ろ
う
。
小
清
水
で
は
５
年
ほ
ど
前
に
農
民

連
盟
が
解
散
し
た
が
、
そ
う
な
る
と
組
合

員
が
勉
強
す
る
場
所
も
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
新
た
に
農
政
協
議
会

を
つ
く
り
勉
強
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
北

海
道
の
農
業
は
交
付
金
の
割
合
が
大
き
く
、

中
央
会
を
中
心
と
し
た
農
政
活
動
が
あ
っ

て
初
め
て
経
営
が
成
り
立
つ
。
決
し
て
自

分
ひ
と
り
の
力
で
生
活
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
は
き
ち
ん
と
制
度
を
含

め
て
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
。

宮本　英靖
（みやもと・ひでやす）

佐藤　正昭
（さとう・まさあき）

1953年生まれ。拓殖大学
北海道短期大学卒。99年
にＪＡピンネ監事、2002
年 代 表 理 事 専 務 を 経 て、
08年から現職。17年から
は空知農協連副会長、空知
管内農協組合長会副会長、
ホクレン理事を務める。道
農協米対策本部委員。

1948年生まれ。93年ＪＡ
こしみず理事、02年から
現職。08年からホクレン
理事、11年からオホーツ
ク農協組合長会会長、オ
ホーツク農協連代表理事会
長、ＪＡ道中央会理事、Ｊ
Ａ全農総代などを務める。
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た
だ
、
今
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら

情
報
が
入
る
し
、
農
業
団
体
と
同
じ
よ

う
な
活
動
を
す
る
組
織
も
出
始
め
て
い

る
。
そ
う
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
国
に
要

請
し
て
や
っ
と
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
、

メ
ー
ル
な
ど
で
す
ぐ
手
に
入
る
。
そ
れ
も

言
っ
て
み
れ
ば
情
報
の
い
い
と
こ
取
り
で
、

農
協
も
農
連
も
関
係
な
い
と
い
う
人
が
出

て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
先
は
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
小
林　
中
央
会
も
９
月
か
ら
連
合
会
と

な
っ
た
が
、
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を

代
表
す
る
組
織
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
中
央

会
が
果
た
し
て
き
た
機
能
や
役
割
、
存
在

意
義
な
ど
を
、
末
端
の
組
合
員
に
も
見
え

る
よ
う
な
形
に
変
え
、
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
柴
田　
中
央
会
も
連
合
会
に
な
っ
て
ス

リ
ム
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
や
る

べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
思
い
で
19
年
４
月
に

第
４
次
中
期
計
画
を
立
て
、
３
つ
の
基
幹

事
業
と
と
も
に
、
農
政
事
業
を
重
点
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
の
中
で
特
に
農

政
運
動
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
ガ
ッ

ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
時
代
は
、

外
圧
を
利
用
し
て
自
ら
勉
強
し
、
組
織
に

結
集
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
協
同
組
合
運

動
の
原
点
と
も
言
う
べ
き
状
況
が
あ
っ
た

と
思
う
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
空
中
分
解
し
て
２

　
佐
藤　
そ
こ
は
形
を
変
え
て
で
も
や
ら

な
い
と
だ
め
だ
。
農
協
改
革
の
中
で
ひ
と

つ
よ
か
っ
た
の
は
、
う
ち
の
組
合
員
は

中
央
会
の
役
割
を
理
解
し
て
く
れ
て
い

る
。
ホ
ク
レ
ン
に
対
し
て
は
い
ろ
い
ろ
言

う
が
、「
中
央
会
は
絶
対
に
必
要
な
組
織
」

と
い
う
理
解
が
組
合
員
に
あ
っ
た
こ
と
。

正
直
意
外
だ
っ
た
が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
。
や
は
り
農
政
活
動
を
し
っ
か
り
や
っ

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思

う
。
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ

を
緩
め
て
は
い
け
な
い
。

　
柴
田　
農
協
と
い
う
の
は
経
済
事
業
体

で
あ
る
と
同
時
に
運
動
体
で
あ
り
、
手
法

を
含
め
て
運
動
体
の
部
分
を
や
や
疎
か
に

し
て
き
た
こ
と
が
、
今
日
の
組
合
員
の
組

織
離
れ
を
招
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、

そ
こ
は
中
央
会
の
役
割
が
大
き
い
。
し
っ

か
り
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
小
林　
な
か
な
か
伝
わ
り
に
く
い
部
分

で
あ
り
、
特
に
比
較
的
若
い
世
代
は
農
政

運
動
と
い
う
言
葉
に
距
離
を
置
き
た
が
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
北
海
道
の
場
合
、
農

政
運
動
の
成
果
と
し
て
手
に
し
て
き
た
も

の
は
非
常
に
大
き
い
。
し
か
し
最
近
は
個

人
が
自
由
に
や
る
こ
と
を
助
長
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
て
、
国
が
示
す
政
策
の
方

向
に
沿
い
「
そ
れ
に
ど
う
合
わ
せ
る
か
」

と
い
う
手
法
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
。

　
柴
田　
確
か
に
、
畑
作
物
な
ど
は
当
時

国
間
の
経
済
連
携
に
移
っ
て
き
た
こ
ろ
か

ら
、
後
の
農
協
改
革
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、

運
動
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
は

事
実
。
中
央
会
が
進
む
べ
き
道
は
中
期
計

画
に
示
し
た
が
、
組
合
員
教
育
を
含
め
た

具
体
的
な
運
動
の
あ
り
方
な
ど
も
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
佐
藤　
私
が
組
合
長
に
な
っ
た
当
時
は

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
あ
り
、
よ
く
全
道
の
組
合
長
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
動
に
出
た
。
国
に
も

要
請
に
行
っ
た
し
、
全
国
大
会
な
ど
に
も

参
加
し
た
。
し
か
し
最
近
は
そ
う
い
う
機

会
が
減
り
、
参
加
す
る
組
合
長
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
も
の
は
自
分
で

参
加
し
て
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組

合
員
に
対
し
て
し
っ
か
り
説
明
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
農
政
運
動
の
中
で
も
そ
こ
が

今
、
非
常
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

　
柴
田　
農
業
団
体
が
大
会
や
集
会
を
開

催
す
る
と
、
外
か
ら
は
「
こ
ぶ
し
を
挙
げ

て
い
る
」
と
見
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
際
は
そ
れ
に
よ
り
組
織
内
の

結
集
が
高
ま
っ
た
り
、
地
元
に
戻
っ
た
と

き
に
よ
り
正
確
な
情
報
を
組
合
員
に
伝
え

ら
れ
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
そ
こ
を
も

う
一
度
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
Ｊ
Ａ
全
中
主
催
の
大
会

も
開
か
れ
な
く
な
っ
た
が
、こ
こ
２
年「
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
名
前
で
開
催
し

て
お
り
、
農
政
運
動
に
対
す
る
危
機
意
識

の
表
れ
だ
と
思
う
。

の
品
目
横
断
な
ど
北
海
道
主
導
で
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
き
た
が
、
米
は
全
国
の
仕
組

み
の
中
で
ど
う
北
海
道
に
合
っ
た
運
用
に

し
て
い
く
か
と
い
う
の
が
、
最
近
の
動
き

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
米
政
策
の
見

直
し
が
始
ま
っ
た
こ
こ
数
年
、
農
政
運
動

の
中
で
農
水
省
と
も
意
見
交
換
を
重
ね
な

が
ら
、
北
海
道
が
求
め
る
具
体
的
な
仕
組

み
を
北
海
道
提
案
型
で
強
く
誘
導
し
て
き

た
部
分
が
あ
る
。

　
宮
本　
具
体
的
に
は
、
全
国
一
律
の
米

政
策
の
中
で
、
産
地
交
付
金
に
つ
い
て
地

域
で
フ
リ
ー
に
配
分
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
要
望
し
、
道
枠
と
地
域
枠
と
い
う
や

り
方
で
対
応
し
て
も
ら
っ
た
の
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。
ま
た
米
の
作
付
面

積
に
関
し
て
も
、
加
工
用
米
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
水
張
り
転
作
に
地
域
で
自
由
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
わ
れ
わ
れ
が
要
請
し
な
が
ら
、
農
水

省
と
一
緒
に
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
き
た
も

の
。
こ
こ
は
も
う
少
し
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
小
林　
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
地
道
な

農
政
運
動
の
成
果
を
地
域
農
業
の
振
興
や

農
協
事
業
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
た
だ
、
本
来
は
そ
れ
ら
が
す
べ
て
一

体
と
な
っ
て
展
開
し
て
き
た
の
が
日
本
の

農
協
の
特
質
で
あ
り
、
今
は
そ
こ
が
分
断

さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

（
つ
づ
く
）
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　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を
紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

JAJAグループグループ通信通信
　ＪＡグループ北海道は北海道コンサドーレ札幌の
選手やサポーターに、農業と食について考えてもら
うことを目的として、「コンサ・土・農園（コンサ・

ド・ファーム）」を開園しています。収穫した「トウモロコシ」や「馬鈴しょ」はコンサドーレのホー
ムゲーム時にチャリティー販売を行い、その収益によりサッカーボールを購入し、道内の児童養護施設
に寄贈しています。
　今年度の募金額は174,916円となり、道内24か所の児童養護施設に48個のサッカーボールを贈呈す
ることができました。この取り組みは平成21年より
実施しており、サッカーボールの累計贈呈数は今年度
で約500個となっております。
　１月30日に道内の児童養護施設を代表して札幌市
内の養護園で贈呈式を行い、ＪＡグループ北海道より、
ＪＡ北海道中央会の飛田会長、北海道コンサドーレ札
幌より河合Ｃ.Ｒ.Ｃとドーレくんがサッカーボールを
贈呈しました。

　１月22日、旭川市内で「ＪＡバンク北海道
農業経営セミナー」を開催しました。北海道農
業の未来に向けた農業経営者の「経営力向上」
をテーマに講演が行われ、全道各地の農業経営
者などが参加されました。講演では、農福連携・
農福一体の取り組みや、地域ぐるみのブランド
戦略等の事例について
各講演者から説明があ
りました。講演後、交
流会も催し、農業経営
者間の情報交換及び連
携強化を図りました。

　冬至シーズンの道産かぼちゃ供給に向けてホ
クレンが商品化した銘柄「りょうおもい」を使っ
た煮付けとあんこを組み合わせた総菜「冬至か
ぼちゃ」をセイコーマートが新規開発し、昨年
12月に道内と茨城県に展開する全店で冬至前
後の期間限定での試験販売をしました。「りょ
うおもい」は、ホクレンが品種選定、貯蔵技術
の研究を進め、生産者・消
費者双方の「思い」として
命名し、ホクホク感と甘味
のバランスのとれた、おい
しいかぼちゃです。

　ＪＡ共済では、『「こども共済」資料請求キャ
ンペーン』を実施しております。ＪＡ共済ホー
ムページから「こども共済」の資料をご請求い
ただいた方に、『ＪＡ共済オリジナル　アンパ
ンマンはらまき』をプレゼントしております。
キャンペーンは令和２年３月27日㈮までで、
先着60,000名様限定となっております。この
機会にＪＡ共済のホームペー
ジにアクセスいただけますよ
うお待ちしております！
〇ＪＡ共済ＨＰアドレス
https://www.ja-kyosai.or.jp/

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康
を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図
ることを目的として、広報誌「すまいる」を発
行しております。年３回発行しており、様々な
医療・健康情報を発信しております。
　ホームページに
もバックナンバー
を掲載しておりま
すので、是非ご一
読ください。

ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連
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牧場内の見える化

　農場内の情報の共有はうまくできていますか？４月になると年度が変わり、従業員の入れ替わりや農場
に新しい人が来る機会も多くなると思います。今回は農場内での情報共有を上手にやっている事例を紹介
します。伝達ミスなどが起こらないよう情報の整理、共有に取り組んでみませんか？ 

　農場内のいろいろな場面での情報共有の工夫を紹介しました。今回紹介した事例で共通しているポイン
トは、｢よく見る場所に設置（事務所やパーラーへの出入り口など）｣と｢具体的でわかりやすい内容｣です。��
　紹介したような工夫は簡単に取り組むことができ、情報共有を円滑にします。ホワイトボードなども簡
単に手に入るので、是非取り組んでみてください！�

３．農場管理の場面

２．搾乳の場面 

１．飼養管理の場面 
▪�掃除の仕方などの作業工程、飼料給与の具体
的な方法。（写真１）
▪�個体ごとに誕生日とほ乳量を記録。（写真２）
▪�体調が悪い牛がいる場合は周りに分かるよう
に書く。

▪�大きめのカレンダーを使い、今後の予定を記載。（写真６）
▪�農場内の資材や建物の場所が分かるようにする。航空写真
を活かして関係者や配送業者に伝わるようにする。

▪�個体ごとの治療や乳房炎の有無など。（写真３）
▪�搾乳できない乳房がある場合は分かるようにす
る。
▪�足バンドをつけている個体の情報。（写真４）
▪�ミルクタップの近くに乳房炎の有無が分かるよ
うにする。
▪�ライナーなどの搾乳機器の交換時期をパーラー
の入り口など見やすい場所に貼る。（写真５）

写真３ 写真４

写真5

写真6

写真２写真１
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　2月19日現在 1,800円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 414 328 1,103,300 441,100 823,548 58,911
乳牛・ホル初妊ET 26 22 1,331,000 551,100 1,047,300 154,519
乳牛・ホ無　初妊 10 6 903,100 609,400 745,250 3,830
乳牛・ホ無　初妊ET 0
乳牛・ホル　経産牛 0
そ の 他 の 乳 用 種 0

合　　　　計 450 356 1,331,000 330,000 711,864 -65,742

令和元年度2月末　管内農協生乳受託実績表 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　2月14日開催分 税込み

2月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,735 7
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,215 23
そ の 他 の 未 経 産 57 0

計 8,007 30
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 9,841 4
そ の 他 の 経 産 牛 59 -1

計 9,900 3
合　　　　　　　計 17,907 33

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 538 3
黒 毛 和 種 　 オ ス 81 -9

計 619 -6
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス

計
合　　　　　　　計 619 -6
総　　　合　　　計 18,526 27

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉素・黒毛　メス 450 405 1,009,800 225,500 631,563 -68,802
肉素・黒毛　メス　ET 240 206 953,700 412,500 715,016 -62,313
肉素・黒毛　メス計 690 611 1,009,800 225,500 734,403 5,853
肉素・黒毛　オス
肉素・黒毛　去勢 703 626 1,104,400 236,500 743,133 -68,192
肉素・黒毛　去勢　ET 375 325 1,109,900 366,300 811,583 -57,152
肉素・黒毛　去勢計 1078 951 1,109,900 236,500 790,140 -41,864
肉素・短角種　去
肉素・肉専用種 去
繁 殖 ・ 黒 毛 67 54 1,347,500 393,800 744,069 31,826
繁殖・乳用交雑 13 2 682,000 662,200 672,100 -83,833
廃 用 ・ 黒 毛 85 85 504,900 130,900 299,239 -34,036

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 9,206,439 103.4 90,243,998 104.7 128
Ｊ Ａ 中 標 津 町 11,563,574 104.5 111,279,385 103.3 163
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,469,594 104.4 73,899,461 103.4 135
Ｊ Ａ 中 春 別 10,893,100 104.1 105,028,740 102.7 170

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,986,141 103.3 77,827,222 101.9 126
上 春 別 支 所 5,629,987 100.0 55,900,634 101.6 70
別 海 本 所 12,743,999 104.0 126,461,763 102.5 221
根 室 支 所 4,399,067 108.9 42,730,868 103.9 80

小　　　　計 30,759,194 103.7 302,920,487 102.4 497
合　　　　　計 69,891,901 103.9 683,372,071 103.0 1,093

ホクレン根室家畜市場 一般市場 2月12日開催分 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）2月6日開催分 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　育成 19 18 638,000 187,000 440,244 49,551
乳牛・ホル　初任 6 6 854,700 537,900 717,933 52,221
乳牛・ホル　経産 14 14 585,200 207,900 372,664 57,304
乳牛・ホル・無経産 0
肉素・黒毛和種・メス -401,220
肉素・黒毛和種・オス 1 1 408100 408100 408100 374,944
肉素・黒毛和種・去 0
肉素・乳用交雑・メス 0
肉素・乳用交雑・オス 0
肉素・ホル中犢・メス -140,760
肉素・ホル中犢・オス 3 3 121,000 20,900 66,733 27,421
肉素・ホル中犢・去 -109,080
肉素・ホル・メス 12 12 322,300 170,500 272,983 79,123
肉 素・ホ ル・オ ス 0
肉素・その他・メス 0
肉素・その他・去 0
初生・黒毛和種・メス 11 11 609,400 143,000 428,900 -25,382
初生・黒毛和種・オス 16 14 630,300 259,600 447,857 -116,871
初生・乳用交雑・メス 102 102 270,600 1,100 143,884 -58,934
初生・乳用交雑・オス 127 127 359,700 3,300 220,745 -86,220
初生・ホル・オス 81 81 198,000 1,100 100,562 -4,755
初生・ホル乳用・メス 22 22 419,100 53,900 248,250 -63,035
初生・異性双児・メス 5 5 81,400 9,900 41,140 -7,951
初生・その他・メス 0
初生・その他・オス 1 1 7,700 7,700 7,700 -51,700
廃 用 黒 毛 和 種 1 1 220,000 220,000 220,000 -75,380
廃用・乳用交雑 -306,720
廃 用 ・ ホ ル 126 126 330,000 18,700 178,095 -33,951
廃 用 ・ そ の 他 -96,120
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ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する
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３月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャン
スなどを募集しています！営農企画係までメールするか事務所
玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～
◆久しぶりに！
　30年前にしまっておいた
トランプを出して遊んでいま
す。ボケ防止も楽しいもので
すね。
（ペンネーム　なかよしさん）

◆最近話題の…
　新型コロナ肺炎早く治まってほしいですネ！
健康、平和が一番ですネ！

（ペンネーム　山親父さん）

◦�正解者５名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。なお、正解
者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》�左下の点線の部分を事務所入り口に設置している投書箱
へ。 または、営農企画係までFAX（78-2048）をお願いし
ます。

《締め切り》2020年３月20日まで
　　 　　　�当選者の発表は「けねべつ」2020年４月号誌上

まちがいさがし２月号の答え

1 2 7 9 12
抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農企画係でお受け取り下
さい。

太田美惠子さん

小林　　孝さん

工藤　克子さん

田中　祥太さん

太田恵美子さん
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今月のお題『冬の晴れた日』です。
皆様の素敵な作品をお待ちしております。

（３月20日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで。
また、お題の写真も募集しております。

素敵な写真がありましたら、是非ご提供してください。

先月のお題『ふきのとう』でした。
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